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令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 72 学 校 名 浜松南高等学校 校 長 名 井口 辰夫 

 

評価 基   準 評価 基   準 

Ａ 
十分目標を達成することができた 

（達成値≧目標値+5 ポイント） 
Ｃ 

あまり目標を達成することができなかっ

た （-5ポイント＞達成値≧-10ポイント） 

Ｂ 
おおむね目標を達成することができた 

（+5 ポイント＞達成値≧-5 ポイント） 
Ｄ 

ほとんど目標を達成することができなか

った （達成値＜-10 ポイント） 

＊基準は目安であり、数値の限りではない。 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

高
い
志
を
育
む 

(ｱ) 

自己理解

を深めさ

せる 

自分の興味・関心や

適性を踏まえて進路

を考えていると答え

る生徒 

80％以上 

自分の興味・関心や

適性を踏まえて進路

を考えていると答え

る生徒 

（85.2）% 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

<全教員･進路課･図書課> 

・総合やLHRでの取り組みを通

じ、自分の進路について考え

させることができた。 

・昨年度より下がったが、1，2

年生の進路希望調査の結果で

はもう少し高く、低学年での

指導をさらに充実させる。 

・探究の在り方を再考し、進路

につながっていくようになる

とより良くなる。 

・図書館にも進路を考える上で

役立ちそうな書籍が多くある

ので、生徒にアナウンスして

いきたい。 

(ｲ) 

志を育む

情報や機

会を提供

する 

自分の将来に対する

はっきりとした夢や

希望を持っていると

答える生徒 

70％以上 

自分の将来に対する

はっきりとした夢や

希望を持っていると

答える生徒 

（66）% 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員･進路課･理数科> 

・進路意識が高まるにつれて、

不安やストレスを感じる生徒

が増えるものなので、職員全

体で適切に対応できるよう情

報を共有したい。 

・探究の時間を更に「進路探究」

として深めたい。 

・オンリーワン講演などで心を

動かされる生徒は多いようだ

が、逆に「自分には何もない」

と考えてしまう場合もあるか

もしれない。 

・変化が求められるタイミング

と感じる。 

・理数科の教育目標の一つであ

り働きかけのノウハウを普通

科にも普及させる。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

(ｳ) 

きめ細か

な進路指

導を行う 

進路指導が充実して

いると答える生徒 

80％以上 

進路指導が充実して

いると答える生徒 

（78.5）% 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員> 

・模試の前後の指導により、模

試を有効活用することができ

た。 

・進路課や総合担当の先生方の

計画をもとに、総合探究の時

間を中心によく取り組めてい

た。 

・保護者対象の進路説明会を見

ていると、１年から一貫した

方針が打ち出されている。 

・全学年で評価が著しく下がっ

ており、直接的な原因を探る

必要がある。 

・考え方が変化してきているの 

で、国公立だけでなく私立に 

関する情報ももっと提示して

も良いと思う。 

イ 

学
力
を
伸
ば
す 

(ｱ) 

知識・技

能、思考

力・判断

力・表現

力、学習

意欲等を

育む授業

を充実す

る 

授業がわかりやす

く、基礎的・基本的

な知識・技能が身に

ついたと答える生徒 

85％以上 

授業がわかりやす

く、基礎的・基本的

な知識・技能が身に

ついたと答える生徒 

（74.2）% 

 

 

 

 

 

Ｃ 

<全教員･教務課･研修課> 

・全職員が結果を自分事として

受け止め、わかりやすい授業

づくりに臨む。 

・そうした授業を目指す教員の

割合は91.5%と高いが、生徒の

意識と乖離があり、生徒の実

態に即した内容を検討すべき

である。 

・生徒のニーズが変化に対応し

ていかなければいけないタイ

ミングになったのと考える。 

授業で、習得した知

識・技能をもとに、

より深く学ぶことが

できたと答える生徒 

80％以上 

授業で、習得した知

識・技能をもとに、

より深く学ぶことが

できたと答える生徒 

（74.8）% 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員･教務課･研修課> 

・共通テスト等で求められる思

考力等の育成を意識した授業

展開を継続させる。 

・教員の割合は86.4%で生徒の意

識と乖離がある。生徒の心構

えと家庭学習の質、思判表の

評価なども併せて考える必要

がある。 

・教科間や共通テスト、日常生

活につながるような授業にし

ていかなければいけないタイ

ミングと感じる。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

授業が充実してお

り、学習意欲が高ま

ったと答える生徒 

80％以上 

授業が充実してお

り、学習意欲が高ま

ったと答える生徒 

（71.9）% 

 

 

 

 

 

Ｃ 

<全教員･教務課･研修課･情報管

理課> 

・興味が湧き学習意欲が高まる

工夫を意識した授業が必要。 

・前２項の「わかりやすさ、深

い思考」と密接な関連がある。

２年連続で数値が下降してい

る点から、今まで以上に生徒

理解を深めて授業改善に努め

たい。 

・GoogleFormを利用した各先生

方のアンケート調査は普及し

た。 

(ｲ) 

主体的な

学習習慣

を身につ

けさせる 

家庭学習時間 

平日２時間以上 

休日３時間以上 

 

主体的に学習する習

慣があると答える生

徒 

70％以上 

家庭学習時間 

平日２時間以上 

休日３時間以上 

（54.4）％ 

主体的に学習する習

慣があると答える生

徒 

（61.7）％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

<全教員･教務課･進路課> 

・各教科からの課題の量が適量

なのか再考が必要。自主性を

育みたい一方、与えられない

とやらない生徒も多い。 

・学習意欲については受験に向

けて生徒個人がやるかやらな

いかで結果が決まってくるの

で、継続的に声掛けをしなが

ら、頑張らせていきたい。 

・進路に対する「志」育成と両 

立させながら伸ばしていく必 

要がある。 

・家庭学習時間も減少しており、 

スタディサポートなどの調査

に基づいた、学習習慣の確立

のための指導が必要である。 

・生徒の意欲が学習でないとこ

ろにあると感じる。その中で、

学習につながるような指導を

考えていかなければいけない

と思う。 

補習等授業以外の学

習機会が充実してい

ると答える生徒 

80％以上 

補習等授業以外の学

習機会が充実してい

ると答える生徒 

（77.3）% 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<進路課･情報管理課> 

・スタディサプリの活用を考え 

てきたが、成果が出ていない。 

・もっと、補習を受けられる環

境を作っても良いと感じる。 

・個別最適化学習の促進の面か 

らスタディサプリの活用は必 

要である。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

学習活動で励ましあ

う友人がいると答え

る生徒 

90％以上 

学習活動で励ましあ

う友人がいると答え

る生徒 

（84.6）% 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員･進路課> 

・学年でのイベントなどを通し、 

クラス内の団結・連携する力

を育成できたことが、学習面

での励まし合いにもつながっ

ている。 

・主体的に学習に取り組む姿勢

と相関がある。高校生活がず

っとコロナと共にある生徒ば

かりになっていることも人間

関係の作りにくさに影響して

おり、よい打開策が見つから

ない。 

・他人に関心を持たせられるよ

うな指導が必要であると感じ

る。 

月に１冊以上読書を

していると答える生

徒 

70％以上 

月に１冊以上読書を

していると答える生

徒 

（63.5）% 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員･図書課> 

・朝読書で月に1冊程度読めると

は思うので、今後も朝読書の

徹底を図りたい。全職員の同

意と協力が必要である。 

・学習面以外の生活面や読書な

どその他の事柄に対する関心

が希薄に感じられる。広く関

心を持ち自己管理できること

が学習環境の基盤につながる

と思うので、生活の中で自己

を見つめるような声かけも必

要と感じる。 

・きっかけとして朝読書は大切 

である。 

・共通テストで問題を読み切れ

ないことが多々あるようであ

り、目的を明確にすることで

読書につなげることはできる

と思う。 

ウ 

人
間
力
を
高
め
る 

(ｱ) 

自己管理

力を高め

る 

遅刻・早退・欠席計3

回以内 

90％以上 

毎日朝食摂取 

95％以上 

睡眠時間６時間確保 

55％以上 

遅刻・早退・欠席計3

回以内 

（68）%(２学期まで) 

毎日朝食摂取 

（84.3）% 

睡眠時間６時間確保 

調査無 

 

 

 

 

 

Ｃ 

<全教員･厚生保健課･生徒課> 

・・基本的生活習慣が確立してい

る生徒が多いが、メンタルヘ

ルスの問題で体調を崩す生徒

が増えている。 

・不注意による遅刻が一定数越 

えた生徒に対しては、挨拶運 

動を課すことで、一部の生徒 

には遅刻減少の効果が見られ 

た。 

・学習する意義を考えさせる機 

会が不十分であった。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

・長欠者が年々増加しているこ

とが気になる。そこに対する

対応を見直していくことも必

要と感じる。 

・基本的な生活習慣が整ってい

ない生徒が多くなっている。

これが、学習面にも出てきて 

いるのではと感じる。この部 

分への指導は必要と思う。 

交通法規を守ってい

ると答える生徒 

90％以上 

重大な交通事故 

ゼロ 

避難先や避難経路を

把握していると答え

る生徒 

80％以上 

交通法規を守ってい

ると答える生徒 

（87.9）% 

重大な交通事故 

（０）件 

避難先や避難経路を

把握していると答え

る生徒 

（68.3）% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員･生徒課･総務課> 

・遵法意識やマナーを守る意識

は低下してきているように感

じる。 

・「予測」する力を付け、加害・

被害事故を減らしていく必要

がある。 

・津波（地震）を想定した、実

際の避難訓練の必要性を感じ

る。 

・法規もそうだが、マナーの部

分でも欠如している生徒が増

加した。繰り返し指導をして

いくしか方法はないと考えて

いる。 

・新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、避難訓練が十

分に行われなかったため、今

後の対策を考えたい。 

・交通法規を守っていると答え

る生徒の割合と普段の登下校

の様子を合わせて考えると、

生徒の認識と実態が乖離して

いるように思う。地道に指導

していくしかないと思う。 

校則やマナーを守っ

ていると答える生徒 

90％以上 

提出期限を守る、役

割を果たしていると

答える生徒 

90％以上 

校則やマナーを守っ

ていると答える生徒 

（88.4）% 

提出期限を守る、役

割を果たしていると

答える生徒 

（80.8）% 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員･生徒課> 

・グレーゾーンを自分の都合の

いい解釈にしたり、安きに流

れる傾向が強い。 

・校則が変わったこともありラ

インが曖昧で指導にも差があ

り、「言われなければＯＫ」と

いう甘い考えで行動してしま

う生徒を律するような指導の

方法を考えていく必要があ

る。 

・もっと挨拶ができる学校にし

たい。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

・校則の大幅変更により、生徒

は自らに都合が良い解釈をし

たり、先生方は幅ができたこ

とで指導がしにくいという状

況が起きた。その中で、守る

べき部分を提示することで共

有をしたい。 

・マナーについては今年度に入

って、少しずつ悪化している

ように感じる。 

(ｲ) 

主体性・

創造性・

協働性を

育てる 

学校行事により人間

力が高められたと答

える生徒 

80％以上 

学校行事により人間

力が高められたと答

える生徒 

（82.5）% 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<全教員･生徒課> 

・研修旅行は、担当教諭を中心

に事前・事後研修を充実した

ものにすることができた。 

・生徒に考えさせる主体的な学

校行事にしたい。 

・コロナ禍の中、工夫をしなが

ら生徒が達成感や充実感を得

られる行事が実施できた。今

年度以上に生徒主体の運営が

できる行事にしていきたい。 

部活動により人間力

が高められたと答え

る生徒 

80％以上 

部活動と学習活動を

両立させている答え

る生徒 

70％以上 

部活動により人間力

が高められたと答え

る生徒 

（80.2）% 

部活動と学習活動を

両立させている答え

る生徒 

（71.9）% 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

<部活動顧問> 

・よくやっていると感じる。結

果も大切だが、「心の育成」あ

ってのことと思う。 

・コロナで思うように活動でき

ていないことの影響が大きく

表れ、生徒の成長の度合いが

鈍いと感じている。 

・学習面に比べると、部活動に

力を注ぎたい生徒が少し増加

してきているようにも感じ

る。部活動時だけでなく普段

から学習・部活動がつながる

ような指導を行っていく必要

があると思う。 

エ 

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
整
え
る 

(ｱ) 

施設・設

備を整備

する 

学習に関わる施設・

設備が整えられてい

ると答える生徒 

70％以上 

体育・部活動等に関

わる施設・設備が整

えられていると答え

る生徒 

70％以上 

校内美化（掃除等）

に努めていると答え

る生徒 

学習に関わる施設・

設備が整えられてい

ると答える生徒 

（77.5）% 

体育・部活動等に関

わる施設・設備が整

えられていると答え

る生徒 

（68.2）% 

校内美化（掃除等）

に努めていると答え

る生徒 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

<事務部･全教員･総務課･厚生保

健課･情報管理課> 

・経年劣化により傷みのある施 

設等もあるが、点検による早 

期発見、優先順位を考慮した 

修繕に努めた。引き続き、安 

全・安心な教育環境整備を心 

がける。 

・施設や備品の老朽化は多くの

所でみられる。その中で、校

舎の建て替えが決まり、新し

いものの購入や修繕が減って
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

80％以上 （79.2）% いくことが不安である。生徒

の活動や安全にかかわる部分

の施設や備品は確保できたら

よい。 

・防災対策に関する施設・設備

は整えられていると思うが、

生徒に情報提供が十分にでき

ていない。 

・ネットワーク設備は整ってき

た。プロジェクターは補充が

必要である。 

・環境整備委員会の活動は活発

だが、清掃活動への取り組み

が消極的な生徒やごみの持ち

帰りができない生徒もいる。 

(ｲ) 

教育相談

活動を充

実する 

悩みを相談できる人

がいると答える生徒 

85％以上 

悩みを相談できる人

がいると答える生徒 

（83.2）％ 

 

 

Ｂ 

<厚生保健課> 

・情報共有シートや教育相談員

会を学期末に1回ずつ開催し、

情報共有を図ることができ

た。 

(ｳ) 

広報を充

実する 

（本校の教育方針や

教育活動を、配布物

やホームページ等を

通じて）わかりやす

く伝わっていると答

える保護者 

80％以上 

（本校の教育方針や

教育活動を、配布物

やホームページ等を

通じて）わかりやす

く伝わっていると答

える保護者 

（73.1）% 

 

 

 

Ｂ 

<教務課･情報管理課･管理職> 

・更新頻度にばらつきがある。中

学生向けを意識して、定期的に

アップをしたい。 

・HPの構成を生徒も交えて考える

必要がある。 

 

(ｴ) 

業務改善

を図り教

職員の健

康を保持

する 

ストレスチェック分

析事業で総合健康リ

スクが100（全国平

均）を下回る 

ストレスチェック分

析事業で総合健康リ

スクが100（全国平

均）を下回る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

<管理職･厚生保健課･情報管理

課･生徒課> 

・仕事にメリハリをつけ、各自、

時間外労働時間を意識する。 

・管理職は今まで以上に職員観

察をしっかりと行い、積極的

に声掛け等を実施していく。 

・業務の偏りが多いと感じる。

「断るが得。受けるが損。」の

ような状況ができてきている

ように感じる。育成をする仕

事は、職員全員で行うことで

あり、やりたいこととやりた

くないことを選ぶものではな 

いと思う。やりたいことだけ

をやり、やりたくないことは

やらなくてよいような状況は

無くし、組織の一員としての

心構えを持って教育活動に励

んでいきたい。 

 


